
「日本化学療法学会 の歴史 を回顧 して」

日時 昭和60年7月9日

場所 微生物化学研究所

出 席 者 市川 篤二(東 京大学 ・名誉教授)

梅沢 浜夫(東 京大学 ・名誉教授)

上 田 泰(東 京慈恵医大 ・名誉教授)

三 橋 進(群 馬大学 ・名誉教授)

国際化学療法学会の事務局か ら,各 国の化学療法学会に,そ の学会活動等の問い合わせが あ り ま し

た。その際学会設立の歴史 につい ての回答が求 められ,理 事会にこの旨を提案致 しま した。 こ れ を 機

に,日 本化学療法学会設立の歴史を残 してお く必要がある ことを痛感致 しま した。 幸い,当 時の事情に

詳 しい市川,梅 沢,上 田の三先生の ご出席をお願い し,座 談会を開 くことが上田先生 から提案 されま し

た。昭和60年7月9日 三 先生のご出席を頂 いて,微 生物化学研究所 で午後3時 か ら2時 間 ほどの座談

会が もたれ ました。(三 橋記)

三橋 それではたいへん前のお話になると思いま

すが,学 会創設のころのいきさつからお聞かせ

いただきたいと思います。

梅沢 ペニシリン学術協議会に臨床部会があ りま

した。ペーシリン学術協議会とい うのは昭和20

年にできたんだと思いますが,活 動を始めたの

は21年 の8月 ごろか らだと思います。そのと

きに専門部会とい うのをつ くって,委 員長は藪

田貞治郎先生がおなりになりました。その専門

部会の中か,あ るいは独立して臨床部会があっ

たのかはっきりしませんが,専 門部会の委員は

どうやって早 くペニシリンをつくるかとい う醗

酵の専門でした。臨床部会は初めか ら佐々貫之

先生が委員長で,も う一人臨床部会の重要な委

員で臨床関係の理事におな りになっていたのが

安藤画一先生です。

三橋 慶大婦人科の先生ですね。

梅沢 この臨床部会でペニシリンの臨床研究が始

まり,そ れか ら1950年 ごろか らは,ス トレプ

トマイシンの臨床研究なども始まりました。ス

トレプ トマイシンの文部省の研究費は学術協議

会が窓口になって受け取って,慶 応の大森憲太

先生が,そ れはス トレプ トマイシンを使 う結核

治療の研究なので委員長になられました。

上田 大森憲太先生です。

梅沢 佐々先生はずっと臨床部会長で,協 議会の

幹事にはおなりになっていなかったと思います

が,石 山俊次先生が佐々先生の意を酌んでいろ

いろとお仕事をされていたと思います。石山先

生は幹事になられたかもしれません。それか ら

協議会の臨床部会には,北 本治さん,鳥 居敏雄

さんらがおられました。

三橋 この方は?

梅沢 そのころ東大物療内科の助教授です。鳥居

さんも臨床部会の幹事役の ような役割を なす

っていたと思います。それから臨床部会か ら化

学療法学会ができるときには,八 木沢行正さん

が常務理事になったと思います0私 は市川先生

が理事長になって,化 学療法学会の仕事をする

ようにいわれるまで,八 木沢さんに任せきりに

していました。

市川 いまお話のペニシリン学術協議会に続いて

抗生物質学術協議会が できた いき さつに つい

て,『CHEMOTHERAPY』,日 本化学療法学会

雑誌の第1巻,第1号1)の 第1ペ ージに 佐々先

生が書いておられますので,今 の梅沢先生のお

話と対比されて,年 号などをお書 きになったら

どうですか。(参考資料1)



市川 篤二名誉教授 上 田 泰名誉教授 梅沢 浜夫名誉教授 三 橋 進名誉教授

梅沢 市川先生はいつから協議会の理事におなり

になられましたか。

市川 協議会の方はいつから入ったか,は っきり

覚えていないんですが。ペーシリンのときから

行っていましたけれども。

梅沢 そ うですね。臨床部会の重要なメンバーで

い らっしゃいました。

市川 あれができる前に東大の医学部本館の会議

室で,毎 月ペニシリンの研究会をやったのを覚

えていらっしゃらないでしょうか0農 学部の獣

医科の先生が,私 達 が テタヌス と言いなれて

いるのをテタナスと発音されたのが耳について

忘れられない くらいやっていました。八木沢さ

んもいつも来ていたんです。八木沢君があの調

子で,皮 膚科と泌尿器科の区別がわか らないわ

けで(笑 い)。 私が 「僕は 皮膚科じゃないんだ

よ」なんて言い合ったことがあ りました。

梅沢 八木沢さんが出ているとします と,協 議会

ができて,フ ォスターさんが来て,臨 床部会が

活動しはじめてその分科会が東大で行われてい

たはずです。それで八木沢さんが協議会の会 と

い うことで出席したのだと思います。

市川 昭和22,3年 ごろでしょうね。

三橋 臨床部会が日本化学療法学会の本当の母体

になるんでしょうか。

梅沢 母体なん ですが,そ の前に それと並行 し

て,市 川先生のおつ くりになった 『化学療法』

という雑誌が一度出てすぐなくなるとい うこと

があ りました。

市川 きょう持ってきましたのでお 目にかけまし

よう。

上田 たいへん貴重なものと思います。

三橋 写真を撮っておきます。

市川 雑誌の名称が 「化学療法 とホルモン療法」

になっているでしょう。これは 「化学療法の雑

誌とホルモン療法の雑誌」を兼ねるとい う意味

でした。戦後,こ の方面のおくれが目立ったの

で,数 人の同志 と共に何とか したいとい う老婆

心からの出版でした。これが(実 物供覧)そ の

第1巻 第1号 で昭和23年4月 の発行です。

CHEMOTHERAPYの 第1巻,第1号 は昭和

28年9月 の発行です。

梅沢 だいぶあとなんです。

市川 この巻頭言には,日 本化学療法学会がペー

シリン協議会か ら始まったことも,ス トマイの

こともはっきり書かれています。

梅沢 長谷川秀治先生は入らなかったんですね。

三橋 そ うすると市川先生,佐 々先生,鳥 居先生

あた りが一番古いんですね。

梅沢 そ うじゃなくて,佐 々先生は格が違 うんで

す。佐々先生がおられて,そ の幹事役を石山先

生がやっていて,そ の同列に皆さんがそろって

いたとい うわけで,佐 々先生は特別です。その

佐々先生の次の親分株が市川先生 とい うわけで

す。(参考資料2)

市川 そ うなったいきさつは,佐 々先生がサルフ

ァ剤?の 宿題報告を内科学会でされたのが動機

だと聞いています。

上田 それはち ょっと。その話をしてよろしいで

すか。昭和21年 の4月 に目本内科学会の総会



が再開されました。そのときは東京が戦火で焼

けて講演会場があ りませんでしたので,伊 豆の

伊東温泉で開かれました。私もその学会に参加

したのですが,佐 々貫之先生が 「内科領域にお

ける感染症の化学療法」とい うお話をなさった

わけです。これが臨床で公式には一番最初のも

のと思います。 したがって日本で臨床でペニシ

リンなどを用いた化学療法を最初に講演された

のは佐々先生 と思います。とにか くほんの少量

を使 うだけで,重 い肺炎が治ってしまうとい う

大変ショッキングな講演でした。ところが佐々

先生がお亡 くなりになったときに,こ のときの

記録を調べたいと思って,内 科学会の事務局に

きいてみても,そ の報告の記録が全 くないんで

す。特別講演で記録のないというのは極めてま

れなことと思いますが,こ れは終戦直後の混乱

のためかもしれません。

市川2年 前の化学療法学会総会のとき,私 は創

立30周 年記念講演をやるように清水喜八郎会

長にすすめ られた のでしたが,「 佐々先生はご

老体だけれども美甘義夫先生はお元気だか ら,

もし美甘さんがお断りになったら僕がや りまし

ょう」と申して,美 甘さんがおや りになったと

い う経緯があったのですが,こ の特別講演の原

稿も残っていませんね。

梅沢 学術協議会は21年 の4月 にはできていた

と思いますけれども,専 門委員会はまだ活動 し

ていないのですから,臨 床部会はまだ動いてい

ないわけです。

上田 そのときは。

梅沢 佐々先生の内科学会の特別講演が21年 の

4月 とい うことです と,佐 々先生はもしかする

と,旧 陸軍の碧素(ペ ニシリン)委 員会にも出

られていたかもしれません。また20年 の8月

は終戦でアメリカのペニシリンが入っていまし

たか ら,21年 の4月 には ペニシリンの臨床研

究をされてたはずです。

上田 終戦から1年 も経たないわけですから。

梅沢 そ うです。21年 の10月 にフォスター博士

が来て,そ れ以前に学術協議会ができるわけで

すが,い ろいろな研究をしなくてはならないの

で,専 門委員会ができ臨床部会ができて活動し

は じめたわけです。

市川 今の演題はなんというのですか。

上田 その名前は 「内科領域における感染症の化

学療法」というものだったと思います。ちょっ

と余談になりますが,昭 和21年 の内科学会の

宿題報告は2題 ありまして,1題 が佐々先生の

お話で,も う1題 は慶応の石田二郎先生の胸部

のリンパ節結核のお話でした。佐々先生の講演

は,当 時とすれば非常にユニークで す ば らし

く,非 常に印象に残るものでした。あの講演を

聴いた人はもう幾人も残っていないと思います。

三橋 記録に残っているんですか。

上田 佐々先生の講演の記録が正確に見られたら

よいと思ってお りますが。

市川 佐々先生はその時分か ら化学療法に興味を

持ってお られましたね。

上田 あのころは,佐 々先生はもちろんですが,

沖中重雄先生をはじめ内科の大家がみな化学療

法に大変興味を持ってお られました。

市川 その辺の年数がはっきりするとおもしろい

んですが。

三橋 それが一挙に化学療法学会の設立にむいた

のでしょうか。

市川 その うちに佐々先生を リーダーとして化学

療法学会をつ くろうとい う機運が見えてきて石

山さん,上 田さんなどが活躍 して,僕 ら皮膚科,

泌尿器科関係も化学療法の草分けのつもりで参

加 しました。

上田 私のことを言っては恐縮ですが,私 は昭和

24年 に東大物療内科におられ た鳥居敏雄先生

に勧め られて,臨 床部会に入れていただきそれ

以来今日まで化学療法におつきあいがあるわけ

です。この部会は医科研の講堂で毎月開かれ,

いろいろな有益な発表があ りました。

三橋 昭和24年 ですか。

上田 そ うです。臨床部会は石山先生,鳥 居先生

などが中心になり,そ れに昭和医大の久保郁哉

先生,慶 大の島田信勝先生,私 も加わ り部会を



も りた て ま した 。 そ の うち臨 床部 会 が どん どん

発 展 してゆ き,ま た化 学 療 法 薬 も どん どん 開 発

され て くるの で,こ こ らで 学 会 をつ くった ら ど

うか とい う話 が 出 ま して,昭 和27年 臨 床 部 会

を慶 応病 院 でや った と きに,学 会 を つ くろ うで

は な い か とい う意 見 が 一 同か ら出 ま して,慶 応

病 院 の 前 の そば 屋 で,設 立 の相 談 を した こ とを

覚 え て お ります 。市 川 先 生 もお いで に な った ん

じゃ ない で し ょうか 。

市 川 は っ き り覚 え てい ない です ね 。

上 田 佐 々先 生 は お い でに な り,そ れ に島 田先 生,

石 山先 生,鳥 居 先生,久 保 先 生 と私 と八 木 沢 さ

ん らが 出席 し ま した 。皆 で 化 学療 法 学 会 を つ く

ろ うとい うこ とに な っ たわ け で す 。 それ が 昭和

27年 の こ とです 。 そ れ か ら この化 学 療 法 学 会

の創 立 の準 備 が,佐 々先 生 を中 心 に,い ま 申 し

た よ うな 方 た ちで 始 ま り,昭 和27年 の12月

22日 に 化 学 療 法 学会 設 立 準 備 会 とい うのを つ

く りま した 。 何 回 も 会 合 を や りま して,昭 和

28年1月 に最 終 の準 備 会 をや り,28年 の7月

4日 か ら5日 まで第1回 の 化 学療 法 学 会 を や っ

た わ け です0記 録 を調 べ て 間 違 っ て お りま した

ら後 で 直 して い た だ きます が,そ の とき佐 々貫

之 先 生 が第1回 の 会長 で,理 事 長2)で した 。

市 川 間違 い な くこれ に 書 い てあ ります 。

三 橋 これ が第1回 の 化 学療 法 学 会 総 会 です ね 。

上 田 そ うです 。

三橋 この 会 長 は 。

上 田 第1回 の 会長 は佐 々先 生 で した 。 そ こか ら

ス ター トして まる32年 に な ります 。

市 川 総 会 の回 数 か ら言 っ て も合 って い ます ね 。

一 番 最後 のペ ー ジに,い ま言 わ れ た7月 幾 日 と

い うの が 書 い てあ ります 。

梅 沢 慶 応 義塾 大 学 医 学 部北 里 講 堂 に て 開催 せ ら

れ る と。 特別 講 演 が 秋 葉 朝 一郎 さ ん と三方 一 沢

さ ん と書 い て あ ります 。

市 川 驚 くほ どの大 量 使 用 で ペ ー シ リ ンが 大 変効

くんで した ね 。 この講 演 は 。

梅 沢 ス トマ イが 出 て いた で し ょうね 。 ス トマ イ

の研 究 会 が26年,27年 に 始 まっ てい ま したか

ら。

上 田 さ っ き申 した21年 の4月 の 佐 々先 生 の講

演 の と きに は,ペ ニ シ リンは ご 自分 の経 験 を述

べ られ た と思 い ます が,ス トマ イは ど うです か

ね 。

梅 沢21年 に は まだ 品物 自身 が 出 て い ませ ん 。

フ ォス タ ー博士 が21年 の10月 に 来 て,メ ル

ク社 が ス トレプ トマ イ シ ンの工 場 を つ くって い

る とこ ろだ とい っ てい た の です か ら。

上 田 佐 々先 生 が 自分 で 経 験 され た とい うお 話 で

は な くて,も う一 つ次 の ものが 出 る とい う紹 介

を され た よ うに も思 い ます 。

梅 沢 ア メ リカで動 物 実 験 そ の 他 の臨 床 実 験 で,

グ ラ ム陰 性 菌に 効 くと 報 告 され た か と 思 い ま

す 。

上 田 そ の ときの 講 演 を聴 い た と きの 印象 で は,

ペ ニ シ リンは す ごいが,ま た 次 の もの も出 る と

い うよ うな こ とを お っ し ゃっ た よ うに 思 い ま

す 。い ま考 え る と,佐 々先 生 は 大 変 先 見 の 明 の

あ る方 で あ ったわ け で す 。

梅 沢 そ れ か らまた ど こか で安 藤 先 生 が 講 演 され

た ん で し ょ うね 。21年 の 秋 ご ろ フ ォス タ ー博

士 が来 る と,間 もな く臨 床 部 会 に理 事 と して 佐

々先生,安 藤 先 生 の お二 人 が 出 られ る よ うにな

って い ま した 。

市 川 そ の辺 はあ なたが 一 番 よ く知 って お られ る

の で。

梅 沢 私 は 幹事 とい うこ とで 出 て いた ん で す 。協

議 会 の こ とで すか ら。そ れ か らこ の化 学 療 法 学

会 が で きて 日本 医学 会 の 分 科 会 に な った の で す

が,こ れ には 田宮猛 雄 先 生 が 早 く分 科会 に な る

よ うに 努 力 して くだ さっ た とい うこ とで した 。

三 橋 そ れ は いつ ごろ で す か 。

梅 沢 化 学療 法 学 会 が で きて 間 もな くの こ と で

す 。翌 年 か 一,二 年 で 日本 医学 会 の分 科 会 の 一

つ に な りま した 。

上 田 市 川 先 生 もお い で に な って,石 山先 生 と私

に お 供 しろ とい って 。 とにか く当 時 で も学 会 の

設 立 は 容 易 では な くて 落第 す る学 会 が 多 か っ た

わ け で す 。 と ころが 佐 々先 生 や市 川 先 生 の お 力



で1回 でパスしたのです。

市川 パーマネントの日本医学会の会長は田宮先

生でしたから,そ の下に分科会があるわけです

か ら。われわれも泌尿器科の分科会で一票持っ

ているわけです。

上田 投票するんです。

三橋 現在もそ うですけれども。

市川 化学療法学会は1回 で通 っちゃった ん で

す。化学療法学会は分科会 としては若い方です

ね。

梅沢 四十何番 目ぐらいでしょう。(43番 目で,

昭和29年 の2月 です)。

上田 戦後の学会ですから大変でした。内科学会

や泌尿器科学会は戦前の学会ですか ら。

三橋 ずいぶん古いですね。

上田 腎臓学会などは2回 も落ち3回 目にやっと

パスしました。化学療法学会はすばらしいと思

いました。当時は化学療法などというある意味

では偏った学会はなかなか入れたが らない雰囲

気があ りました。内科 とか外科とか泌尿器科と

いうのは割合いいんですけれども。

市川 そのかわ り入っちゃうと威張れたわけです

(笑い)。本籍ができて。

上田 本当によかったと思います。

梅沢 大体化学療法をやっていると教授には しま

せんとい うところが昔か らあ りましたか ら。

三橋 昔からあったんですか。

梅沢 昔からあ ります よ。エーリッヒ博士がなく

なってからずっとでしょう。 ドイツでカメの結

核菌で結核を治すということがあ りましたが,

あれは化学療法じゃないけれども同じようにみ

られて,化 学療法は学問でないようにみられる

傾向があ りました。柴田承二君が有名な英国の

カビの学者の レース トリック博士のところへ行

って聞いてきた話ですが,レ ース トリック博士

は1932年 にペニシリンの精製に取 りかかって

す ぐやめてしまいますが,そ の理由は英国の医

学部の先生が化学療法なんかやるのはやめた方

がよい とい うので やめたということだ そ うで

す。化学療法を軽視する傾向はずっと続いてい

ま したね 。 です か ら日本 医学 会 です く通 った と

い うの は,そ の こ ろは 大 変人 気 が 高か った の で

す ね 。

上 田 今 で も人 気 が あ ります よ。

梅 沢 そ う。 ほか の 学 会 に 。

上 田 よか っ た と思 い ます 。

三 橋 切 望 してお った ん で す ね 。

上 田 それ に大 物 の市川 先 生 な ど とい った 方 々が

大 勢 関 係 して いた とい うこ と も大 きか っ た と思

い ます 。

市 川 い ろ ん な学 会 の ボス が 来 て い ま した ので 。

三 橋 そ して臨 床 の方 面 に将 来役 立 つ時 期 が 来 る

とい う見 通 しが 。

梅 沢 実 際 役 に立 っ て,外 科 で は そ れ まで で き な

い 手 術 が で きる よ うにな った 。 内科 以上 に外 科

の人 なん か が大 変 腕 をふ る うこ とが で きる よ う

に な った とい うこ とが あ りま した 。

三 橋 僕 も学 生 の とき に大 槻 先 生 の病 棟 に つい て

い った と き,脳 を 手術 した 人 が 術後 の感 染 で 化

膿 してい て,う な っ て い るん で す ね 。昔 は 術 後

の感 染 とい うの は大 騒 ぎだ った ん で すね 。設 立

の歴 史 が よ くわ か って き ま した 。 あ とは学 会 と

理 事 長 を 並 べ て 記 録 の残 って い る部 分 は拾 い 出

せ る と思 い ます 。 そ の前 の こ とが 全 然 わか らな

か っ た んで す 。

上 田 第1回 目の 会 合 の とき の メ ンバ ー数 とい う

の は,ど の くらい の もの だ った ん で し ょ うね 。

(600名 ぐ らいだ った と思 い ます)。

三橋 今 は4,000名 の 数 に な ります 。

梅 沢 毎 年 毎 年 の 会 員 数 の グ ラフ ぐらい つ くっ た

方 が い い です ね 。

上 田 今 は4,000人 ぐ らい い るん です か 。

三 橋4,000を 超 え て い ます 。4,300ぐ ら い で

す 。(参 考資料3)

上 田 トル コか ど こか が30人 くらい とか い うの

は 本 当 です か 。

三 橋 そ ん な ところ で は な い です か 。

梅 沢 トル コは30人 と言 って い ま したね 。 この

間 。

上 田30人 と聞 き ま した よ。



三 橋 大 至 急 会 員 を集 め るん だ とい っ てい ま した

(笑 い)。

梅 沢 トル コで 結 核 の 国際 学 会 を20年 ぐ らい 前

に や って い ます か ら,30人 ぐ らい い るん じ ゃ

な い です か 。 あ そ こはが んや 皮膚 の腫 瘍 な どが

多 くて,ペ ニス の腫 瘍 な んか が 非常 に多 い ん で

す 。宗 教 的 な … 。

市 川 割 礼 で す 。

上 田 三 橋 先 生,こ うい う機 会 に梅 沢 先 生 の よ う

に幾 つか の す ば ら しい抗 菌 薬 を発 見 され,臨 床

の裏 づ けを 市川 先 生 が な さ った んで す が,そ う

い う話 もわ れ わ れ伺 って お く必要 が あ る と思 い

ます 。 後 に な る とわ か らな くな って し ま うこ と

もあ ります 。梅 沢 先 生 の カナ マ イ シ ンの 発 見は

た しか1957年 です ね 。

梅 沢 そ うで すね 。 市川 先 生が お 始 め に な った の

が57年 の1～2月 で した か ね 。

上 田 そ れ で先 生 は す ぐ臨 床 実 験 を お 始 め に な っ

た ん で すか 。

市 川 え え 。

梅 沢58年 の5月 に 医 師 会 の カナ マ イ シ ン の 会

が あ った ん です か ら,57年 の春 です ね 。57年

の2,3月 ごろ か らで す 。

三 橋 春 です ね 。

市 川 ア メ リカへ 行 った のは58年 です ね 。

梅 沢 日本 の医 師 会 の臨 床 研 究 報 告会 が58年5

月 で,58年7月 に ア メ リカの 臨 床 研 究 の ニ ュ

ー ヨー クア カデ ミー オ ブサ イエ ンス の会 が 開 か

れ た んで す 。

上 田 ニ ュー ヨー クア カ デ ミーオ ブサ イエ ンス に

出 て い るの を私 も見 た こ とが あ ります 。

三 橋 あ れ は 市川 先 生 も ご一 緒 だ った んで す か 。

市 川 一 緒 に 行 きま した 。 二 人 で飛 行 機 に 乗 る と

こ ろ の写 真 が あ ります よ(笑 い)。

三 橋 そ の 写 真が あ りま した ら,長 い歴 史 の 中 で

は 残 して お く必 要 が あ る と思 い ます の で 。

梅 沢 あ れ は大 変 運 が よ くて,特 に ア メ リカで は

他 の す べ て の薬 が 効 か な い 耐性 菌 が で て きた と

きで した 。市 川 先 生 の 尿 路感 染 症 が 最 初 の臨 床

で,そ の次 に 内科,外 科 へ拡 が っ て,そ れ か ら

間 も な く堂 野 前維 摩 郷 先 生 の と ころで 肺 結 核 に

対 す る研 究が 行 わ れ ま した 。結 核 で も尿 路 結核

に 有 効 な こ とは 市 川 先 生が 堂 野 前 先 生 よ り先 に

研 究 され て い ま した 。 腎機 能 の悪 い 人 で は,血

中 濃 度が 高 く,聴 器 毒性 が でや す い こ とを市 川

先 生 が は じめ て 報 告 され ま した 。

上 田 腎臓 結 核 で したね 。腎 臓 結 核 の な くな る も

とに な った わ け で すね 。

市 川 そ うで す ね 。

三 橋 こ の デ ー タは ニ ュー ヨー クで発 表 され た ん

です か 。

市 川 話 が とん じゃ い ます ね 。

上 田 で も この よ うな記 録 はぜ ひ とって お い た方

が い いで す よ。

市川 ス トマ イ を使 え る よ うに な った と きに 僕 は

ス トマ イを信 用 しなか ったわ け で す 。 とい うの

は,日 本 の 医師 は さん ざん い いか げ ん な 抗結 核

剤 にだ ま され て い ま したか ら。 これ も怪 しい ん

じ ゃない か と疑 った わ け で,腎 臓 結 核 で ス トマ

イの 単独 効 果 を た め したわ け で す 。 そ してSM

注 射 の た び に膀胱 鏡 で膀 胱 の結 核 が どん なふ う

に よ くな る のか 見 た の です 。 そ うす る と1グ ラ

ム注 射す るた び に よ くな って い くん で す 。 な る

ほ ど これ はす ごい とい うこ とで … 。

上 田 それ まで は そ うい う経 験 は な か った わ け で

す か 。

市 川 それ を早 速 書 きま して,し ば ら く経 っ た ら

梅 沢 先生 の カ ナ マ イ シ ンの臨 床 試 験 を す る こと

に な った ので,そ の と き も同 じこ とを や っ た ん

で す 。 つ ま りカナ マ イ シ ンを 注 射 す るた び に膀

胱 鏡 検査 をや りま したが,膀 胱 結 核 の 治 り方 が

ス トマ イ とち っ と も違 わ ない ん で す 。 そ れ を ニ

ュー ヨー クの ア カデ ミー オ ブサ イエ ンス の シ ン

ポ ジ ウム で発 表 した わ け です 。 あ の と き長文 の

総会 記 を書 いた の は フ ィ ン ラ ン ドで した か 。

上 田 マ ッ クス ・フ ィン ラ ン ドさん で す 。

市 川 彼 が2日 間 の総 会 を朝 か ら晩 まで 聞 い て い

て,総 会 の感 想 記 を 書 い た んで す よ。

梅 沢 世 話 役 に な って た ん です 。

上 田 大 先 生 で す か らね 。



三橋 いい先生ですね。

市川 何十ページと載っています。その中に僕が

そ ういうことをやったとい うことが書いてあ り

ます。また耳の副作用は腎臓結核患者におこり

やすいとい うこと,つ まり腎機能とス トマイと

の関係を私が強調したこと,そ うい うことを彼

が書いて くれたわけです。ですか らス トマイと

カナマイとが臨床的に全 く同じに使えるという

ことが,1ヵ 月も経たないうちに私はわかった

わけです。それを発表 したのを同じシンポジウ

ムで堂野前先生が引用され,フ ィンランドが評

価 して くれたんです。この話にはつづきがあ り

ます。それは日本の結核療養所でス トマイ耐性

菌が問題にな り,患 者が早 くカナマイを使って

くれと動揺 し始めたんです。ところが内科の方

では堂野前先生が リーダーで臨床研究をやって

いたけれども,肺 結核に対する結論が出ていな

いんです。ちょうど名古屋で化学療法学会の総

会があったときです。

上田 青山先生が会長でした。

市川 何年でしたか。

上田 随分まえですよ。

市川 その学会の会場へ明治製菓(カ ナマイシン

製造元)か ら使者がとんできたわけです。厚生

省で堂野前先生と市川先生に 来て もらって,

「カナマイがス トマイと同じに 使えてしかも交

差耐性がないということを証明してほしい」と

とい うわけです。僕 らは学会の途中から

厚生省の会議が 日比谷の松本楼であったんです

が-,そ こへ とんで行 きま した よ,飛 行機

で。名古屋 と東京の間を飛行機に乗ったのはあ

のときだけです。

上田 そのころは 新幹線はないのですから。(第

4回 で,昭 和31年5月16日 です)。

三橋 会長は誰ですか。(青山進午先生)。

市川 肺結核の臨床検査が完了していないのに厚

生省が採用したんです。それで結核療養所の患

者の動揺が治まったんです。

上田 こうい う話は大切ですね。

三橋 非常に早い うちにその情報が厚生省に流れ

る し,医 療 の 方 に使 われ る と い うの は 大 事 です

ね 。

上 田 梅 沢 先 生 とい う発 見 者 が い て,そ れ を市 川

先 生 が す ぐ臨 床的 に き ち っ と フ ォ ロー され た と

い うこ とが,日 本 の化 学療 法 が 今 日の盛 大に も

つ なが る も とに な った わ け です ね 。

市 川 僕 が ち ょっ と得 意 なの は,泌 尿 器 科 領 域 の

特殊 技 能 であ る と ころ の膀 胱 鏡 検 査 とわ れ わ れ

の 非常 に入 手 しや す い検 査 材 料 の尿 を フル に使

って の仕 事 で す か ら。

三橋 そ ん なに よ く効 くん です ね 。

市 川 梅 沢 先 生 か ら カナ マ イ シ ンを も らっ て1ヵ

月 も経 た ない うち に,こ れ は ス トマ イ と 同 じ

に,し か もス トマ イ耐 性 菌 で も効 く とい うこ と

が わ か った ん です 。

梅 沢 ア メ リカの ニ ュー ヨー ク ア カデ ミー オ ブサ

イ エ ンスの と き じゃ ない で す か 。市 川 先 生 が 腎

臓 結 核 とか 腎臓 の悪 い 病 人 は血 中濃 度 が 高 くな

って 耳 に くるお そ れ が あ る と書 いた の が,フ ィ

ン ラ ン ドに ほめ られ た ん じゃ な いで す か 。

市 川 フ ィ ン ラ ン ドが 書 い て くれ ま した 。

梅 沢 そ の ときで す ね 。 それ まで そ うい う観 察 は

そ れ ま で ス トマ イで もなか った の で す ね 。

市 川 耳 鼻 科 と して あ る こ とは 勿 論 わ か って い た

ん です が,腎 機 能 との関 係 に言 及 した もの は な

か った よ うで す0

梅 沢 血 中 濃 度 が上 が る と い う観 察 は,そ れ まで

なか った の で す 。

上 田 腎 障 害 が起 こる と血 中 濃 度 が上 が る のは 今

は 常 識 で す が,当 時 は まだ よ く分 か らなか った

です ね 。

市 川 腎 機 能 が悪 い とい うこ とを 私 は色 素(P.

S.P.)の 排 泄 で 証 明 し ま した 。尿 素 ク リア ラ ン

スに も言 及 して お けば よか った の で した が …。

梅 沢 ア メ リカで も ち ょ うど58年 の は じめ に,

ブ ドウ球 菌 の 当時 の抗 生 物 質 すべ て の耐 性 菌 が

あ らわ れ た ん です 。そ れ で 臨 床研 究 が 多 くな っ

て 早 く売 り出 しに な った んで す 。58年 の7月

で す ね 。 日本 が5月 で,ア メ リカの方 は 市 川 先

生 が57年 の春 か ら始 め られれ ば,秋 か 暮 れ ご



うから始めたんです。

市川 アメリカの会では小児の感染症についてた

くさんのデータが集まりましたね。

梅沢Youngと い う人でしたね。

市川 これ(KM)で 助かったといって,壇 上で

本当に感謝していました。

三橋 そのころ私は梅沢先生のお言いつけで,ブ

ドウ球菌に対するカナマイの感受性テス トを頼

まれたんです。今でも印刷に残っていますけれ

ども,そ の感受性分布はシャープに一峯性の分

布をしていました。初期のころの菌はいかにセ

ンシチブであるかとい うことが分か ります。

市川 ブドウ状球菌をはじめ多 くの菌がそ うでし

たね。カーブがどの菌でも一番左に寄って,し

かも突っ立っているんです。

三橋 左に寄って杉の木みたいでシャープな一峯

性ですね。驚 くべきものです。化療の雑誌に載

っています。

上田 これはぜひ重要な化療のエピソー ドの一つ

として,書 いておいていただきたいですね。

市川 私の今申した前半の部分はこの間書きまし

た。今度出た 『抗生物質 と化学療法の領域』と

い う新 しい雑誌の1号 の巻頭言を梅沢先生が書

かれて,僕 のところに第2号 の巻頭言を書けと

いってきたので,今 のことを書きました。

三橋 菌は何ですか。

市川 私の場合は淋菌や大腸菌です。

三橋 その最初のデータを知 りたいですね。

市川 抗生物質療法がは じまった当初は,梅 毒や

淋菌の患者がたくさんお りました。 急 性 淋 の

場合は,尿 道 口か ら排膿があり淋菌が容易に証

明される。PCの ような効力の強いものを用い

ると,こ の症状が時間の経過と共に改善するの

が直接に観察されます。全 く得難い臨床実験を

経験 したわけで,東 大で数年先輩の長岐佐武郎

博士(荏 原伝染病院々長,故 人)か ら 『ウロに

は よい研究材料があるね』といわれたことが忘

れ られません。PCに してもKMに しても,注

射をして1時 間ごとに膿の減 り方,菌 の形の変

形とい うものを見ていかれるんです。動物実験

で もで きな い こ とを 臨 床 で や った わ け で した 。

上 田 先 生 の 領域 で は 化 学 療 法 の進 歩 で,疾 病 が

うん と変貌 して しま った で す ね 。

市 川 性 病 の患 者 が ほ とん どな くな っ ち ゃい ま し

た か ら。 しか し近 年,形 をか えて 流 行 しは じめ

て い ます 。

上 田UTIと い うの は,い まの 感 染症 の なか で

は 今 日で も一 番多 い です が 。

市 川 わ れ わ れ の 領域 で の 化 学療 法 の重 要 性 は 変

っ ては い な い と思 い ます 。

三 橋 カナ マ イ の次 は マ ク ロ ライ ドで す か 。

梅 沢 そ の 前 にが ん が あ ります 。

上 田 ザ ル コマ イ シ ンで すね 。

梅 沢 石 山先 生 が 一生 懸命 お や りに な りま した 。

そ の 臨 床 研究 が1954年 です 。堂 野 前 先 生 が 会

長 の と きに 「が ん の抗 生 物 質」 とい うこ とで 特

別 講 演 をや った こ とが あ ります 。1955年 ぐ ら

い です か 。(青 柳 安 誠 先生 の とき,昭 和30年

4月 に 「放 線 菌抗 腫 瘍 物 質 の研 究 」 とい うの が

あ ります)。

梅 沢 そ れ か ら秦 藤 樹 さん の マ イ トマ イ シ ンの臨

床 研 究 が 始 まる のは56年 ぐ らい で す ね 。 そ の

前 に カル チ ノフ ィリンの臨 床 研 究 が あ ります 。

(青 山先 生 が カル チ ノフ ィ リンを 昭 和31年 に

シ ンポ ジ ウムで や って い ます)。

梅 沢 そ の こ ろか ら化 学 療 法 学 会 が 制 が ん の化 学

療 法 を取 りあ げ た わ け です 。

三橋 ブ レオは も っ と新 し くな りますか 。

梅 沢1966年 に な ります 。

三橋 ブ レオを い ろ い ろや って い る うち に皮 膚 の

が ん とい うん です か 。 ペ ニス の よ うなが んに 効

く とい うの は 。

梅 沢1965年 の 秋 に市 川 先 生 が 。

市 川 梅 沢 先生 が65年 の9月 に ワ シ ン トンの 第

4回 国 際 化学 療 法 学 会 で ブ レオ とそ の 前 身 の フ

レオ マ イ シ ンにつ い て 特別 講演 をや られ た ん で

す 。 それ と同時 に 私 が 臨 床 試験 を始 め ま した 。

梅 沢 そ うです 。66年 の正 月 に 市 川 先 生が ペ ニ

スの が ん に よ く効 くとい うこ とを発 見 され ま し

た 。 そ の ころ湖 が ん 抗 生物 質 で特 別 講 演 に よ く



呼 ば れ ま した 。

市 川 「フ レオ マ イ シ ン と ブ レオ マ イ シ ン」 と い

う題 で 話 され た ん です 。

三 橋65年 に梅 沢 先 生 が お や りに な っ た ん です

ね 。

市 川 梅 沢 先 生 が ワシ ン トンで 話 され て い る とき

に僕 も行 って 聴 い て い ま した 。 そ の 留 守 中 に私

が 院 長 を して い た 国立 東 京 第 一 病 院 の 泌尿 器 科

で 研究 を始 め させ て い た んで す 。10月 で した 。

梅 沢65年 の秋 に先 生 が お 始 め に な って,66年

の 正 月 に市 川 先 生 の お話 だ とペ ニス のが ん で,

ち ょう どお 正 月 に な るか ら手 術 は で きな い とい

うの で暮 れ か ら先生 が 注 射 だけ して お け とい っ

た ら,1月7日 に な った ら大 変 小 さ くな っ てい

た とい うこ とで した ね(笑 い)。 そ して 調 べ て

み て皮 膚 に濃 度 が 高 く分 布 して い る とい うこ と

が わか った の で す 。皮 膚 をつ ぶ して濃 度 を はか

る とい うのは,生 まれ て は じめ て の こ とで し

た 。(笑 い)

市 川 余 りや らな か った の です ね 。

梅 沢 は じめ は 皮膚 を つ ぶ して は か る こ とに勇 気

が い りま した よ。 そ うした らそ の 中 で 大変 ブ レ

オ の濃 度 が 高 か った の です 。

三 橋 薬 剤 が 集 中 した ん です ね 。

梅 沢 そ れ が ペ ニス のが ん に効 果 が 観察 され た あ

とでわ か った の です 。

三 橋 逆 に。

梅 沢 調 べ な くち ゃい け ない とい うこ とで調 べ て

わ か った の で す 。

三 橋 特 殊 臓 器 に集 中性 が あ る。

梅 沢 そ れ か らが ん の抗 生 物 質 で は,注 射 の後 組

織 分 布 と称 して皮 膚 も入 れ て い ろ ん な とこ ろの

組 織 を つ ぶ して 濃 度 を 見 る 習慣 に な った の で

す 。

三 橋 す ば ら しい 習慣 が で きた わ け です ね 。

上 田 今 は ア イ ソ トー プで す か 。

梅 沢 ア イ ソ トー プ も そ の こ ろ 一 緒 に 使 い ま し

た 。 そ の ころ は も う トリチ ー ムな ど とい うこ と

は 前 か らで きる よ うに な って い ま したか ら。 ア

イ ソ トー プの方 は 活 性 が な くて も出 ます か ら,

活性のあるものと両方見る必要があ ります。

市川 皮膚は扁平上皮ですから,こ こで奏効する

ならば,head and neckの がん,食 道がんその

他にも効かなきゃならないはずだと私は考えて,

そっちの方へ向けて研究を拡げました。私が院

長だったことも研究の 拡大に 便宜が あ りまし

た。それか らがんの組織 と制がん剤との関係を

考える習慣が一般的にな りました。こっちの方

に効かなくても組織が違えば効 く可能性がある

んです。

三橋 臓器親和性ですね。

上田 これもきょうぜひ記録に残しておいてほし

いのは,梅 沢先生がそうい うものを見つけて市

川先生がフォローする臨床をおや りになって,

それがだんだん全国的な集まりになって,今 日

の日本の化学療法薬の基礎臨床の研究体制がで

きたわけですが,こ れは世界に誇るものと思い

ます。これは急にできたものではなくて,今 の

先生方の話を踏 まえてお聞きいただくとわか り

ますが,先 輩の先生方がつ くったものをだんだ

ん広げて今の形になり,こ れがいまの新薬 シン

ポジウムにまで至っているわけで,時 間がかか

っているわけですね。

三橋 最初のころの組み合わせもよかったんです

ね。

上田 大変よかったと思います。

梅沢 今では β-ラクタムでも 日本で たくさん新

しいものができていますね。化学療法剤の臨床

以外に基礎的に薬をつ くる方の開発が 日本の会

社が大変強 くな りました。その理由は二つある

と思います。戦争直後は,日 本では農芸化学と

いう学科があ りますが,こ の学科はおもしろい

ことに我々医学部の人が農芸化学という字を見

て,植 物の病気とか穀物などをよくやっている

のか と思 うと,農 芸化学の中の3分 の2ぐ らい

は微生物学を専攻 しているんです。ですか ら農

芸化学を卒業した教授の中には,農 とい う意味

は微生物であるとい うことさえ(笑 い),私 は

それは極端だと言 うのですが,そ う言 う人がい

るのです。応用微生物学研究所とい うのがあ り



ますが,あ そこの会のときにそ ういう議論をし

ていると,農 芸化学の農 とい うのは微生物を言

うという人さえいるぐらいなんです。そうい う

わけで応用微生物をやっている人がたくさん日

本にはいるのです。ですか ら抗生物質の研究に

は強くなった。その上現在は,合 成化学では日

本人が一番強 くなっています。つい数年前に一

番複雑な化合物を合成 してわ りに若くして亡 く

なったハーバー ド大学のウッドワー ド博士の後

任は日本人です。ですか らアメリカのいい大学

の教授をだんだん 日本の 化学者が 占めていま

す。合成化学が理学部の化学のほかに特に薬の

方では薬学に昔から育っていました。それに農

芸化学の半分 ぐらいは,微 生物学をやめて合成

化学を専門にしている人がいるわけです。それ

にまた理学部がある。ですから化学合成の基盤

が広 くなったんです。そ うい う状態ですから,

化学療法剤 の根幹を 調べる人たちが 多 くなっ

て,つ くる方はそろっていますか ら新しい薬が

どんどんできる国になったと思います。

三橋 僕も今度京都で特別講演するときに日本の

有機化学合成の強さということを 強調しまし

て……。

梅沢 最近10年 ですから,こ れか らもっと強 く

なりますね。

三橋 それから臨床のお医者さんとの協調と微生

物学者も挙げました。

梅沢 ただ日本の化学療法で,新 しい病原菌 とし

てこういうものが出てくるとい う領域では,ま

だアメリカの方が強いようですね。

梅沢 今後はここを考えなくてはいけないと思い

ます。その点では大きな病院の細菌検査室など

にPHDが いた方が よいのですね。

三橋 もっと大きな理由は人が少ないんです。

梅沢 病人一人ひとりの病原菌を決めて い くの

は,新 しい論文を書くのと似ていますね。この

ためには,衛 生技術士で新しい研究をまとめた

という経験のない人では不充分だと思います。

農芸化学とか理学部に微生物学者が,お 医者さ

んじゃなくてもいっぱいいるわけです。そ うい

うところのPHDが そうい うところで働 くよう

になったら,病 原菌の研究が進むのじゃないか

と思います。そこがしっか りしないと,臨 床の

先生が何を言っても菌がわからないはずです。

三橋 臨床の先生の方も余 り臨床検査室の細菌の

データは必ず しも信用しないですね。

梅沢 ご自分で菌を分離するより材料を出す方が

今は多いのですから,病 原菌を決めるとい うの

は決して易 しい仕事ではない。一人前の研究経

験を持った人,外 国の文献も全部読めて現在の

状態をよく自分で知 っている人が細菌学の検査

部にいる必要がある。化学療法学会の理事をや

っている ロンドンの病院の ウィリアムス博士

は,そ ういう部の大将で,そ うい うことをやっ

ているわけですから,そ れに専心 しているわけ

です。そして菌が出てきた患者 さんのところへ

行って,主 治医と相談をするということになる

わけです。あの人が病原菌に関してはみている

わけです。ベッドソンとい うマイコプラスマの

発見者の一人がウィリアムス博士の前任者とい

うことです。だから向こうでは新 しい病原菌が

出てくるんだと思います。日本でも菌を分離す

るところに博士号を持った人が仕事をするとい

うことになって,そ うい うふ うになるのじゃな

いかと思います。

三橋 日本の大学の病院の組織の中には,中 検に

教授を一人 しか置かないんです。

梅沢 大学というのはPHDを 持った人がたくさ

んいて仕事ができるのだか ら,こ うい うことを

しようとすればできないことはないですね。し

かしよそではPHDを 置 くような予算措置がで

きないと無理ではないでしょうか。

上田 日本の遅れているところですね。

三橋 驚いたのはフランスの病院では,ド クター

が患者を診てベッドを持っているんです。しか

も中研の微生物の部長です。それで臨床細菌学

の教授として臨床細菌学の講義をしています。

その部長の下で働いている人が40人 ぐらいい

るんですから,と ってもかないません。

梅沢 そ うい う組織のほかに今の組織でもいいで



すから,一 応研究して論文を 書いた 経験のあ

る,新 しい問題を解いた経験のある人,つ まり

博士号を持った人が細菌検査をやっている場所

にいるということが,病 原菌を決めて将来新し

い病原菌ができたときにはすぐ見つけるために

は必要だと思います。

上田 臨床の方か らいいますと,近 ごろは細菌な

どの微生物の問題だけでなはく,宿 主側の問題

も大変多くなってきています。そういうことか

らしても以前のような化学療法の成果がなかな

か得られない。

梅沢 今はそうい う新しい仕事がす ぐできるよう

な細菌検査部 とい うのは,め ったにないと思い

ます。

市川 待遇が悪いか らでしょうね。

梅沢 いいえ,待 遇 じゃないんです。一つは衛生

技術師で間に合っているとい う間違った考えが

あるからです。菌の検査でも新 しいサブセット

の免疫の試験を行 うことにしても,い ちいち新

しい問題をヘッドが解 くということと同じです

から,ど うしても論文を自分で書いて博士号を

もらった とい う経験を最低必要とします。

市川 そうい う人が日本では数も少ないでしょう

し,待 遇も悪いですし。

梅沢 理学部でも,農 芸化学,理 学部その他にい

ろいろ細菌学を学んだ人がいますから,そ うい

う人たちが来られるような道を開 くとい うこと

は重要だと思います。日本のこれからの化学療

法の発展のために組織の新しさを変えないとい

けないと思います。

三橋 全 く同感ですが,大 学でみる限 りにおいて

は送ろ うと思ってもポジションがないんです。

市川 待遇が絡んでいるんですね。

上田 経済性の問題がどうしてもあ ります。

三橋 化学検査の方がお金になるらしいですね。

梅沢 機械が全部や りますから。

三橋 化学検査には割合い教授を採るし,臨 床病

理 も比較的人を採るんです。ところが微生物は

人の手と目を使 う世界なんですけれども,人 を

採 らないんですね。これが一番の悩みです。き

よ うの お話 で 大 事 な と ころが だ いぶ わ か りま し

た 。

梅 沢 臨 床 部 会 の 幹事 に石 山 さん と久保 さん に し

よ うとい うこ とで,久 保 さ んが 入 って きた こ と

を覚 えて い るん で す 。わ りに 早 い の か も しれ ま

せ んが,石 山 さん とか 鳥 居 さん よ り後 か らだ と

思 い ます 。

上 田 そ うで す 。 ご承 知 の よ うに 当時 岡林 金 次 郎

さ ん とい う人が い ま して,鉄 の さび の よ うなペ

ニ シ リンを 持 っ て きて,こ れ を トライ しろ と。

三 橋 万 有 の 岡林 さ んで す か 。

上 田 そ うです 。彼 もあ る意 味 で は大 変 な功 績 者

の 一 人 だ と思 い ます 。

梅 沢 功 績 とい うか,よ く働 い た ん です 。 鉄 道 の

パ スを 持 って いた とい うの は,昭 和21年 の 春

に,あ の ころ の ペ ニ シ リンの 単 位 とい う の は

10倍 辛 か った ん です 。 誤 差 が あ ります か ら5

倍 ない し10倍 で すが,10倍 の 方 に近 い ん です 。

1,000単 位,3,000単 位 とい うのを あ そ こで売

って い るんで す 。 だ か ら1万 単 位,3万 単 位 に

な ります 。

上 田 5,000単 位 で した 。

梅 沢 5,000単 位 も で き て い た か も しれ ませ ん

が,は じめは3,000単 位 で した 。そ れ を サ ム ス

準将 が ア メ リカで は3万 単 位,10万 単 位 で売

って い る の に よ くな い と,売 り止 め され る わ け

で す 。 しか し ア メ リカ で も伝 染 病 学 会 へ 行 っ て

聞 い てみ る と,初 期 は 向 こ うの 単 位 で 一 万 単

位,3万 単 位 で す か ら,こ ち らの1,000,3,000

単位 です 。 け れ ど もサ ム ス準 将 は 当 時 ア メ リカ

は10万 単 位 に な って い るか らい け な い と。 し

か しそ の前 か ら岡林 さ ん の とこ ろは 鉄道 病院 に ,

売 って いた の です,鉄 道 病 院 が そ れ で もな お持

って こい とい うの です 。 ペ ニ シ リンを鉄 道 病 院

に補 給 して い た わ け です 。 そ れ で 岡 林 さん は鉄

道 パ スを 持 って とび歩 い て い た わ け で す(笑

い)。 そ の命 令 が3,4ヵ 月 して 解 除 され る の で

す が,そ の と きに は米 国 と同 じ単 位 に 直 すわ け

です 。 そ して 単位 当 りの値 段 を3倍 安 くした ん

です 。 向 こ うの単 位 に な った の で 会 社 は も うか



った の だ と思 い ます 。 けれ ど もサ ムス さん の 方

は 自分 のお か げ で,最 低3万 単 位 とい うの を つ

くる よ うに な り,値 も安 く な った と 思 い ま し

た 。た しか新 聞 に ア ナ ウン ス した ん です よ。

上 田 驚 いた こ とは 岡林 さん が私 の ところ へ ペ ニ

シ リンを 持 って きた んで す が,私 の先 生 に 聞 い

た らサ ン プル だか らや って も よい とい うの で使

った ん で す 。肺 炎 に大 変 よ く効 いた わ け です 。

試 験 用 に 持 って きた 薬 に 金 を取 る とは夢 に も思

って い ませ ん し,戦 前 もな か った と思 い ます が,

岡林 さん は請 求 書 を 持 って きた ん で す 。 び っ く

りし ま した 。結 局 払 い ませ んで した が(笑 い),

当時 の ペ ニ シ リ ンの 貴重 さが わ か る よ うな気 も

し ます 。

市 川 岡金 さ んが 八木 沢 さんを 学 協 へ世 話 した と

い うの は本 当で す か 。

梅 沢 違 い ます 。 八 木沢 さ んは ペ ニ シ リンが 必 要

に な って,細 菌 製剤 課 長 の小川 朝吉 さ ん とい う

人 の と ころへ も らい に行 った ん です 。小川 さん

とい うのが 学 術協 議 会 をつ くる役 で,ち ょ うど

つ くった と きです 。そ れ で 小川 さんが 八 木沢 さ

ん は何 を して い ます か とい った ら,石 井 部隊 を

や め て帰 って きて,前 は 植物 学 だ った け れ ど も

ペ ー シ リンの研 究 を や った こ ともあ る とい い,

そ うして 私 の とこ ろへ 電 話が か か って きて,八

木 沢 さん とい う人 が とて も才 能 が あ りそ うだ か

ら,こ の人をペニシリン協議会の書記長にした

らどうでしょうとい うことでした。それで八木

沢さんは書記長になるわけです。ただし私は小

川さんのところへペニシリンをとりに行けと誰

が言ったかは知らないのです。もしかしたら岡

林さんが言ったのかもしれません。それは全 く

知 りません。

三橋 八木沢さんの下にもう一人太った人で北海

道に行った人がいますね。

梅沢 長友浪男さん。

三橋 副知事になられた。

梅沢 みんな蒙古なんです。小川さんとい うのが

戦争中に蒙古にいたからなのですね。

三橋 石井部隊ですね。

梅沢 石井部隊 とは関係なくて,厚 生省の関係の

団体で蒙古に行っているわけです。長友さんも

そっちへ行っていたんです。それで長友さんが

厚生省に入るまで一時協議会へいるように小川

さんが されたと思います。才能のある人ですか

ら間もなく厚生省へ行かれたわけです。東北大

学の医学部を出られた人ですね。

三橋 北海道へ行って副知事をやられています。

三橋 きょうはお忙 しいのにおいでいただいて,

ありがとうございました。

(文中括弧内文字は編者が挿入した)。
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日 本 化 学 療 法 学 会 誌 発 刊 の 辞

EHRLICHに よって提唱 された化学療法はサルパルサ ンの発見に よってその名を博 し,そ の 後進 歩は遅 々た

るの感があ ったが,程 経 てDo漁GKの 研究発表を契機 としてサル ファ剤 の治療が完成 し,更 に第2次 世界大

戦来ペ ニシ リンに始 まる相次 ぐ抗生 物質 の登場 と共に,ス トレプ トマイシンその他の抗結核剤の出 現 に よ っ

て,化 学療法は正に百花欄漫,今 日の隆盛を招来 したのである。か くて最近におけ る化学療法の進歩は実 に劃

期的であ って,本 世期が遂げた治療医学発達の冠た るもの とい うも過言ではなかろ う。 しか も化学療法今後 の

進歩 も停止する ことを知 らない有様であ り,や が ては人類 より伝染病の放逐,進 んでは癌その他の悪性腫瘍に

対す る化学療法の完成 も期待 される所 である。

我 が国では昭和21年8月,早 くも日本ペ ニシリン学術協議会が生れ,後 日本抗生物質学術協議会 と改めら

れ,早 くよ り 「The Joumal of Antibiotics」 なる雑誌が刊行 されている。抗生物質学術協議 会は基礎的方面

と臨床 的方面 とに分け られ,そ れぞれ熱心な研究が続け られ,注 目すべ き幾多の業蹟が発表 されてい る。殊 に

臨床 部会は関東地区においては当初 の頃 よ り毎月発表会が開かれていたが,間 もな く関西その他 の地区におい

て も同様 な地方部会が組織せ られ た。最近両3年 は関東及び関西地区にて春秋2回 合同部会が催 され,そ の発

表内容 も著 しく充実 して来た と共 に,同 好の研究老は次第に全国 より参集す るよ うにな り,全 く学会的性格を

帯びるに至った。その間向学旺盛 なる若 き研究者 よりは これを 日本化学療法学会に迄発 展させ るよ う熱烈な要

望があ り,遂 に昨年の第6回 東西合同部会において多数の全列席者に より学 会設立の決議が行われた。即ち こ

の学会への気運 は真に 力強い 自然に盛 り上 った ものであ り,ま た当然の勢い でもあ ったのである。

ここにおいて主 として東西臨床 部会及び細菌学会の熱意ある研究者が中心 とな り日本化学療 法学 会設立準備

委 員会が結成せ られ,数 次に亘 る委員会を開 き学会発足への諸般 の準備を整 え,広 く全国関係方面 の研究者に

発起人を依頼 した ところ,非 常に多数におよぶ各位 より同意を得たのである。なお私は2月28日 開催 された

最終 準備委員会において理事長兼第1回 総会会長に推 されたので,及 ばずなが ら最 善の努 力を傾けるべ くこれ

を受諾 した。 よって発起人を通 じて全国的に会員募集を行 うと共 に,第1回 総会開催通知,演 題募集を行い,

第1回 総 会は昭和28年7月4日 及び5日 の両 日に亘 り,慶 応義塾大学医学部北里講堂に て開催せ られ盛 会を

極めたのである。一般講演は学 会の性質上極めて広汎 な諸方面に亘る内容を包含 していることは本誌に抄録 さ

れている通 りであ る。なお特別講演と して演 出された基礎的方面東京大学教授秋葉朝一 郎博士 の 「薬剤耐性 の

成立 と阻 止の機序」,臨床 的方面慶応大学教授三方一 沢博士の 「亜急性細 菌性心 内膜炎の治療」は共に本総会に

花を飾ったものであ った。

今化学療法学会 の性格について考 えて見 るに,従 来成立 している多 くの医学分科会が横に並列 してい る系統

学会であるに対 し,本 学会は これ等各分科会を縦に連 絡す る点において全 く趣 きを異にする学 会であ るのを思

うのであ る。 しかも本学会は基礎及び臨床医学各分科を結ぶ のみな らず,薬 学 は勿論,歯 学,獣 医学,更 に農

学,理 学方面に も密接 な関係を有 し,化 学療法に包含 される領域は極めて広汎 に及ぶ。本来科学の進歩につれ

て,一 っの領域 は次第にい くつかの専門領野に分科 して行 くのが常であ るのに,こ のよ うな化学療法学 会は既

に専門化 している諸科学を再び綜合 して行 くものであ り,こ の全面的協力に より,そ の進歩を一 層強 く促進す

るものであ る。 この意味 において本会の結成は真に意義深 く,特 に保健上人類に もた らす福祉増進の測 り知 ら

れない化学療法発 達の重要性を惟 う時,私 は本誌創刊を祝福す ると共に,新 たに誕 生 した本学会が各方面研究

者の緊密な結合によって益 々発展する よう祈 ってや まない ものであ る。

昭和28年9月 佐 々 貫 之 識
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日本化学療法学会歴代理事長

参考資料(3)

日本化学療法学会会員推移


